トランスクリプト: Project Kuiper: 打ち上げまでの道のり
https://www.youtube.com/watch?v=OBhsMZS2y0Y
[0:03]
ナレーター: カウントダウン…でも、何のカウントダウンでしょう。

[0:08]
スピーカー1: ちょうど6年前、私たちは世界で最も先進的で最も革新的な通信システムを構築するという挑戦を始めました。

[0:11]
スピーカー2: 世界では30億近い人々がまだ高速インターネットにアクセスできません。もし私たちと同じようにアクセスできたら、どんなことができるか、どんなふうに役に立つか想像してみてください。

[0:30]
スピーカー3: このミッションは壮大ですが、本当に価値のある目標のためのものです。光ファイバーや従来の通信手段が届かないコミュニティに大きな変化をもたらします。その解決策は、宇宙から届けるしかないのです。

[0:45]
スピーカー4: Project Kuiperは3つの要素で構成されるシステムと考えることができます。衛星コンステレーション、カスタマーターミナル、そして同じくらい重要な、最終的に接続を届ける地上ネットワークとソフトウェアです。

[0:59]
スピーカー5: 私たちはこれまでにない最先端の衛星ネットワークの構築に着手し、そのすべてをAmazon社内で開発しました。

[1:08]
スピーカー6 衛星を作るには、推進システム、ソーラーアレイ、シリコン、フェーズドアレイアンテナ、光衛星間リンクなど、ほぼすべての技術分野が必要です。非常に速いプロジェクトがスピードで進んでいるため、チームには革新性、機敏さ、そして粘り強さが求められます。

[1:28]
スピーカー7: 社内で設計、テスト、開発を行うことが、非情に大きな強みとなりました。社内でProject Kuiperを最初に提案したとき、最初に出た質問のひとつがこれでした。 「手頃な価格のカスタマーターミナルを作れるのか？」 それが私たちのシステムの要になることはわかっていました。

[1:43]
スピーカー8: 私たちの大きなブレークスルーは、送信アンテナと受信アンテナを1つの開口部に統合したことでした。Kバンドでこれを実現した例はこれまでありませんでした。これにより、非常にコンパクトで低コストな設計に、様々な性能を詰め込むことができました。

[1:57]
スピーカー9: 私たちはこのアンテナを数千万台規模で製造する予定で、すでに順調に進んでいます。設計は完了し、現在は工場で生産に入っています。

[2:08]
スピーカー10: 衛星やコンステレーションの話をしていますが、Kuiperは数百の地上ゲートウェイターミナルをネットワークとして運用される衛星コンステレーションです。その地上ネットワークは世界中に展開されており、各拠点はAWSに接続されています。オーストラリアからドイツまで、すでに多くの拠点が設置されており、毎月さらに多くの拠点が新たに接続しています。

[2:35]
スピーカー11: 衛星を2基打ち上げることと3,000基打ち上げることには大きな違いがあります。この数年間、私のチームはいかにこのスケールを実現するかに注力してきました。自社専用のペイロード処理施設があることが運命を切り開くカギとなりました。1日最大5基の衛星を統合し、3つの打ち上げキャンペーンを同時に進める能力を備えたのです。

[2:59]
スピーカー12: 大型ロケットは性能が高いため、1回の打ち上げでより多くの衛星を軌道に乗せることができます。大型ロケットのすべての打ち上げパートナーが初飛行に成功しています。これは何年も前から投資してきた私たちにとって非常に心強い結果です。

[3:14]
スピーカー13: 最初の打ち上げ、そしてその次、さらにその次を支えるパズルのすべてのピースが揃いました。すべてが完璧にいくとは限りませんが、このプロジェクトへの揺るぎないコミットメントと、そのミッションに全力を尽くす素晴らしいチームがいます。

[3:29]
ナレーター: すべてが打ち上げのカウントダウンにつながっています。80回以上のミッションが予定されている今、私たちはまだ始まったばかりです。

[3:35]
[音楽]


